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足立区ギャラクシティ運営評価委員会議事録 
 

会 議 名 第１回足立区ギャラクシティ運営評価委員会 

事 務 局 
地域文化課広域施設係 係長 原田 裕介 

           係員 中村 友理 

           係員 竹本 賢貴 

開催年月日 令和４年８月３１日（水） 

開 催 時 間 午後１時 ～ 午後３時３０分 

開 催 場 所 ギャラクシティ レクリエーションホール２ 

出 席 者 

渡辺 千歳 委員 

（東京未来大学  

こども心理学部教授） 

山縣 朋彦 委員 

（文教大学教育学部 

学校教育課程 教授） 

伊志嶺 絵里子 委員 

（東京藝術大学音楽学部

非常勤講師） 

酒井 雅男 委員 

（銀座ヒラソル法律事務

所 弁護士） 

髙橋 佑介 委員 

（足立区立小学校ＰＴＡ

連合会元副会長） 

四宮 淳司 委員 

（足立区少年団体連合協

議会副会長） 

欠 席 者 なし 

会 議 次 第 １ 開 会 

２ 委員長、副委員長選出 

３ 資料確認・説明 

４ 指定管理者ヒアリング 

５ 意見交換 

６ 閉会 

資 料 

資料１ 業務評価シート 

資料２ 業務評価チェックシート 

資料３ 加点提案書一覧 

資料４ 条例等一式 

資料５ 令和３年度協定書 

資料６ 令和３年度事業一覧表 

資料７ 令和３年度各種報告書 

資料８ 令和３年度広報誌一式 

そ の 他 
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【開会】 

 

＜原田係長＞ 

お揃いですので、始めさせていただきたいと思

います。本日はご足労いただきましてありがとうご

ざいます。地域文化課広域施設係長の原田と申

します。本日はどうぞよろしくお願いいたします。

それでは、ギャラクシティ運営評価委員会を始め

させていただきたいと思います。本委員会は、足

立区こども未来創造館条例第２４条及び第２５条

に基づき、区長の付属機関として開催される会議

体でございます。本委員会は足立区ギャラクシテ

ィ運営評価委員会の公開規定に基づき公開会議

となりますので、傍聴人が入る場合もございます。

ご了承いただければと思います。 

 

【委員紹介】 

 

【委員長、副委員長選出】 

 

＜原田係長＞ 

続きまして、委員長の選出に移りたいと思いま

す。こども未来創造館の条例施行規則第１８条に

基づき会議を開催するに当たり、委員長を選出い

たします。事務局といたしましては、昨年度から引

き続き、渡辺委員にお願いしたいと考えておりま

すが、皆様いかがでしょうか。ありがとうございます。

それでは、渡辺委員に委員長をお願いしたいと思

います。 

 

＜原田係長＞ 

続きまして、ギャラクシティ評価委員会要綱第３

条に基づき、委員長より副委員長の指名がござい

ます。事務局としては引き続き、山縣委員にお願

いしたいと思ってますがいかがでしょうか。ありがと

うございます。 

 

 

＜原田係長＞ 

それでは早速ではございますが、渡辺委員長

に挨拶をしていただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

 

＜渡辺委員＞ 

コロナ禍も３年目になってとても大変な状況が

続いているかと思いますけれども、指定管理者の

方も頑張って、ここまで運営していると思います。

しっかりと評価をさせていただきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜原田係長＞ 

ありがとうございます。それでは、ここからの議

事進行を委員長にお願いしたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 

＜渡辺委員＞ 

はい、只今から足立区ギャラクシティの令和３年

度運営に係る第１回運営評価委員会を開催いた

します。開催に当たり、事務局から資料の確認お

よび事前説明をいたします。 

 

【資料確認・説明】 

 

＜原田係長＞ 

それでは、本日の進行および資料の確認をさ

せていただきます。資料は事前にお送りさせてい

ただきました資料の他に、本日新たに次第と、皆

様からいただきました所見シートをまとめたもの、

あと、参考資料といたしまして、令和３年度のギャ

ラクシティの開館状況を参考資料として１枚置か

せていただきますので、参考にご覧いただければ

と思います。それでは、昨年と変わらないですが、

改めまして評価の方法についてご説明させていた

だきます。こちらですが、事前に行っております指

定管理者の自己評価および区の評価を参考にい

ただき、最終的な得点を決定していただきます。
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また、初見シートを集約していただく形で、最終的

には評価シートの方にコメントをつけていただきた

いと思います。こちらの点数の決定とコメント内容

の決定については、明後日２日目の際に行って

いただく予定でございます。内容については以上

でございます。 

 

＜渡辺委員＞ 

それでは、評価項目に係る管理状況の説明に

ついて、事務局より説明いたします。 

 

＜原田係長＞ 

はい。昨年度に引き続きまして、管理状況のチ

ェック項目の部分については、ギャラクシティ資料

を用意しているといったところで委員さんの裁量の

少ないところについては、区のモニタリング結果を

ご追認いただくかどうかというところで御判断をい

ただきたいと思います。本日は事務局から管理状

況について、モニタリング結果をご報告させてい

ただきたいと思います。その後、質疑の時間を取

らせていただき、ご質問を承りたいと思います。ま

ず、Ａ４横のチェックシートに基づいて、ご説明を

させていただきたいと思います。特筆すべきところ

を重点的にご説明させていただきます。早速です

が、管理状況のＡ、適切な管理の履行というところ

から説明させていただきます。１の括弧２番、クレ

ームがあったかどうかというところで、クレームが１

件ございました。内容としては、遊具の整理券に

ついて、現在整理券制で遊具を実施しております

が、その説明に誤りがあったというところでござい

ます。具体的に言いますと、電話でお客様から遊

具の整理券で１人何枚までもらえますかという相

談がありました。１人２枚までお渡しできますという

ご案内をしています。当日に現場に行って、列に

並んで、整理券を受け取る際に、１人２枚までの

その「１人２枚」が、自分はやらなくて、例えば、お

父さんが来て、お母さんと子供の分の整理券をく

ださいというお願いをしたところ、その案内する職

員が並んでる人と＋１枚しか渡しできませんという

案内をしてしまった。正しくは、並んでる人以外の

２枚でも大丈夫というところで、必ずしもその本人

は並ばなければいけないというルールではないと

いうところで間違った案内をしてしまった。なぜ間

違えたかというと、過去にはそのような対応をして

いた時期もあったようです。長く勤めていただいて

いる方故に、そういった過去と混同してしまって、

間違えた案内をしてしまったというのが、今回の状

況でございます。これがなぜ起きてしまったかとい

うところで、マニュアルがありますが、そのマニュア

ルの書きっぷりが、そこがきちんと解釈できないよ

うな内容、どうとでもとれるような書き方になってし

まっていたので、この遊具の整理券のマニュアル

含めて、マニュアルを複数解釈ができないような

書き方に修正というところで改善をしております。

このチェック項目については、クレームがあった時

点で×というわけではなく、その後の改善の状況

などを踏まえた上の評価になりますので、区として

は改善しているということで〇としております。続き

まして、括弧４番で事故が１件ございました。こち

らのキャンセルに伴う還付金ですが、一部還付、

通常、半額還付と規定上なるところを全還付という

ことで全額お返ししてしまいました。この方につき

ましてはすぐにご連絡して、ご了承いただいた上

で、また半分お戻しいただいたということになりま

す。こういうお金のミスはあってはいけないというこ

とで、区のモニタリング結果にも×としております。

適切な管理運営については以上でございます。

続いて、２番の職員の管理状況体制については、

特に問題ないということでございます。３の人材育

成の取り組みについても予定通り、実施されてい

るところでございます。続きまして、B の安全性の

確保でございます。こちらのチェック項目ですが、

３ページ目のところは特に問題なく日常点検はし

ていただいている状況でございます。４ページ目

の経年劣化の対応等についても、設備管理して

対応していただいております。快適な利用というと
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ころも、消毒というコロナ禍故のプラスアルファの

業務もありますが、そこも含めて綺麗にやっていた

だいてますし、利用者からも施設が綺麗という声

は他にいただいているので、そこも評価いただい

てると思っています。危機管理が適切に行われて

いるかという５ページは、まず、令和３年度には震

度５強の地震が１度ありました。この地震があった

のが、夜間の時間帯であり、ギャラクシティは当然

閉まっている時間帯ではありましたが、２４時間警

備が常駐しておりまして、私がすぐに直接連絡し

たところ、施設の安全点検を今やっているところな

んで少しお待ちくださいと言っていただいて、安

心して任せられたということがありました。括弧４番

の防火管理者の防災計画で、コロナで防災訓練

が基本的には実施できていないというところにつ

いて、代わりにどういったことをやったのかというこ

とに関しては指定管理の方にご説明いただきたい

と思います。 

 

＜村田館長＞ 

ギャラクシティの村田と申します。よろしくお願

いします。対面でいつも毎年２回、町内会と消防

署を呼んで、自衛訓練をしていますが、今回はオ

ンライン講習で職員は対応しました。これを皆さん

受けていただいたということで消防訓練を終わりと

いうことにしております。コロナが明ければ、また３

月にいつも消防車やはしご車を呼んで避難訓練

やっておりますので、そのように対応したいと思っ

ております。 

 

＜原田係長＞ 

また、この安全性の管理の部分について、所見

シートにもいただいておりますが、傷病やけがの

報告の中に都営住宅の段差の足をくじいた方が

いたというところが、安全性の確保に当てはまるか

どうかというところで、ご意見をいただいております。

まずこちらの事故、けがについてですが、隣にあ

る都営住宅の入り口を出たすぐの階段のところで

高齢の女性の方がつまずかれて、けがされたとい

うところがありました。なぜ気付いたかというとギャ

ラクシティの外周を巡回する職員がおりまして、そ

の際に、都営住宅が隣接しているので、その方が

見えて、その中でギャラクシティの職員として対応

したというところです。ギャラクシティの傷病報告に

当てはまるかどうかは微妙なところですが、ギャラ

クシティのスタッフが対応したというところで、報告

一覧に入れさせていただいています。なので、こ

れを以て安全性を×にはしていないという状況で

ございます。続きまして、法令等の遵守でございま

す。法令等の遵守、個人情報の事故等はありませ

んでしたので、特に×をつけているというものはあ

りません。また、所見シートのご意見の中でサイバ

ー攻撃の備えはどのようにされていますかというと

ころがありますので、こちらについてもギャラクシテ

ィの所長から説明していただきたいと思います。 

 

＜村田館長＞ 

当然ですが、最低限のウイルスソフトは適用し

ております。その他は、アンフォルマティック合同

会社という情報通信のコンサル会社と年間契約し

ておりますので、そこの保守セキュリティは万全に

備えているというところでございます。 

 

＜原田係長＞ 

ありがとうございます。併せて、区の部屋の予約

システムがございますが、そちらは区の情報セキ

ュリティの範疇で管理しているところでございます。

続きまして、適切な財務財産管理でございます。

こちらですが、チェック項目としては収支がプラス

かどうかというところや口座の開設とかというところ

ですので、収支がプラスだったというところで〇に

しております。ご意見の中で人件費に対して予算

との実績の差額が多かったりですとか、収入が予

算額に対して、２０００万、収入が少ないというとこ

ろがあったりして、まだ、予定通りの収支を完璧に

やれているかというとそうでもないという状況は変
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わらずありますので、それを踏まえて今後はさらに、

上手く財政面でも管理していただければと思いま

す。また、本部経費の内訳についてというところの

ご意見もいただいております。本部経費というのが

いわゆるギャラクシティの中でおさまらない経費と

なります。指定管理者の本社の社員の方が応援

に来て手伝って、その人たちの人件費などという

ところで使われてます。具体的には文化ホールの

公演を行う際に応援職員を呼んだ費用に当てて

いるものが本部経費として使われております。財

務については以上でございます。加点項目につ

いては改めてご審議いただく内容でございますの

で、そちらは改めての説明とさせていただきたいと

思います。私からは以上でございます。 

 

＜渡辺委員＞ 

こちらに関して質問がありましたら、伺いたいと

思います。 

 

＜高橋委員＞ 

お金の部分ですが、還付金の間違いで一旦全

額を返してしまい、半分戻ってきたというお話をい

ただいたのですが、自己評価を〇とされているの

は一連の対応としては、結果問題がなかったので

〇にされてるという認識でよろしいですか。戻って

きたからいいで終わってて〇にされているのか、し

かし、その事実を受けとめて、さらなる改善を見込

む適正な対策を行ったから、〇にされてるかで全

然差が違うと思うので、そのあたりで自己評価が

〇になった理由を教えていただきたいです。 

 

＜村田館長＞ 

還付金に関しましては、なぜ起こったのかという

説明ですが、ダブルチェックを忘れてしまったとい

ところが原因になります。本来であれば、返す金

額をその場に書きます。それを本来複数でやらな

いといけないところを１人でやってしまったので起

きてしまったということになります。我々としまして

は、それ以降は、ダブルチェックの対策を徹底し

て、そのような案件がないので、〇にさせていただ

いたというところでございます。 

 

＜高橋委員＞ 

それに対して区のモニタリングには、事実、事

故が起こったから×だというので×にしてらっしゃ

るんですか。 

 

＜原田係長＞ 

はい。 

 

＜高橋委員＞ 

わかりました。ありがとうございます。 

 

＜伊志嶺委員＞ 

去年、コロナで事業が中止になったことで収支

が黒字になったという話があったと思うのですが、

コロナが収支にどのくらいで影響しているのかなと

いうことが気になりました。 

 

＜村田館長＞ 

当然、コロナで事業が中止になるということは

多々ありました。先程の年間の運営の状況をみて

いただくと、実は４月、５月に緊急事態宣言が発令

されていましたので、一部休止で、プラネタリウム

を含めて休止で４月頃スタートしていました。その

ような状況の中で、予定していた事業が中止にな

るということは、予定していた講師料、謝礼は発生

しませんが、場合によっては、違約料やキャンセ

ル料が別途かかってしまいます。公演とか文化ホ

ールの事業だと金額がさらに大きくなる場合があ

ります。事前に契約を交わしていた場合によりま

すが、コロナが不可抗力にならない場合もありまし

て、事業が無いからそのまま持ち出しがないという

わけではないです。中止になってもキャンセル料、

違約料がかかる場合も実際ありました。 
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＜渡辺委員＞  

令和３年度に関しては、基本的には開館すると

いうスタンスで始められたのでしょうか。 

 

＜村田館長＞ 

そうですね。４月、５月、一部施設の休館で始ま

りまして、飲食制限とか、ホールに対しては定員の

５０％とか色々制限はありましたが、ウィズコロナで

したので、我々も感染症対策を継続しながら、来

館していただけるにはどうしたらいいかということで

考えました。それまでも、体験機会が失われてま

すので、やり方を工夫して、事業展開しております。

例えば、今までは１日、２日の大型イベントで集約

して、開催しておりましたが、それを分散させて、

定員を絞りながら、来ていただくような工夫ですと

か、例えば、イベントは土日集約型ですが、それ

を平日、もしくは放課後に持ってきて、事前受付と

いうよりも、当日に申し込みできて、ふらっと気軽

に来れるように平準化をして、結果的には平日の

来館者数の１．４倍で、昨年の１日平均より増えた

ということで、色々感染症対策を講じた上で、分散

ということを主に行いました。基本的には来館して、

楽しんでいただけるような、仕組みは講じておりま

す。 

 

＜原田係長＞ 

区の方で補足させていただくと、令和２年度は４

月、５月全館閉館という正面入り口も閉める完全

な閉鎖をしていたのですが、昨年度については一

部休止が、１年を通して多かったです。例えば、

子どもの感染者が広がっているという時に遊具を

止めますが、文化ホールや地下の貸館は続けると

か、全部を止めずに、やれるところはやろうと取り

組んでいたのが、去年、令和３年度の区のギャラ

クシティの運営のあり方です。 

 

＜酒井委員＞ 

安全性の確保ですが、３番に利用者が快適に

利用できるよう施設の管理が適切に行われている

かというチェック項目があります。 その中で加点１

０の環境への配慮、常磐アートライン、アートアン

ブレラが、加点項目の報告としてチェックされてい

ますが、このアートアンブレラが施設管理の安全

性に関わる項目の加点理由になるのが、よくわか

らないというところになります。これはどういった理

由で、加点提案書に該当するという理解でしょうか。 

 

＜村田館長＞ 

はい。常磐アートライン、アートアンブレラは、環

境への配慮ということで書かせていただきました。

来ていただいてるお客様にも環境を我々と一緒に

考えていただきたいということで、忘れ物の傘にア

ートをしていただいて、こういう落し物が多くあるか

らということで、環境問題を来館者の方と我々が一

緒に考えるという事業です。参加していただいた

方は、初めてビニール傘が廃棄物として多いと気

付いていただきましたし、ＳＤGs の「作る責任、使

う責任」を高めていただいたということで、通常の

我々が施している環境への配慮のプラスアルファ

として、無理があるかもしれませんが、書かせてい

ただきました。 

 

＜渡辺委員＞ 

それに関してお聞きしたいのですが、ＪＲ東日本

など、他との関わりがある中での事業ということで

すけども、ギャラクシティそのもので傘の忘れ物は

どうだったのですか。 

 

＜松尾副館長＞ 

傘の忘れ物は梅雨時が多いです。３か月保管

して、何もないものは廃棄に回してしまうのが、実

情としてございます。 

 

＜渡辺委員＞ 

傘を忘れないようにしましょうというような仕組み

を考えて啓発することはどうですか。 
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＜松尾副館長＞  

各所にお客様自身で持ち歩いていただくような

仕組みになっておりますので、梅雨時は特に傘の

お忘れ物にご注意くださいという呼びかけを声掛

けにはなりますが、啓発をしております。 

 

＜渡辺委員＞ 

はい。ありがとうございます。質問がよろしけれ

ば、指定管理者のヒアリングを始めさせていただき

ます。まず、指定管理者より令和３年度の事業総

括を３分程度行っていただいた後、評価項目ごと

に事業説明と質疑応答を行いたいと思います。 

 

【指定管理者ヒアリング】 

 

＜村田館長＞  

着座で失礼いたします。改めまして、本日はお

忙しい中をお越しいただきまして誠にありがとうご

ざいます。ギャラクシティの村田と申します。令和３

年度の開館状況の概要をお知らせいたします。４

月、５月は、緊急事態宣言で、人気の常設遊具や

プラネタリウムなどの一部施設休止の状態でスタ

ートを切りまして、貸館の自粛、文化ホールの定

員５０％、飲食不可というのも制限の中に入ってき

ました。その中でも、感染症対策を施しながら開

館はしております。１０月に緊急事態宣言が明け

まして、やっと緩和されてきた状況になります。し

かし、１月中旬に、足立区の子どもたちで感染者

が増大して、再び制限下に入ってしまったという

状況はありますが、ギャラクシティは、ウィズコロナ

で感染症対策を継続し、体験機会を失われない

ように、運用を工夫して事業展開をしてまいりまし

た。繰り返しになりますが、不特定多数が集まる１

日、２日集約の大型イベントから、大型イベントを

毎月もしくは毎週に分散開催して、人数を抑える、

土日集約から平日放課後にワークショップを毎日

行うということで、平日土日関係なくふらっと来ても

楽しんでいただけるギャラクシティを目指して、環

境を整えてまいりました。長引くコロナ禍ですが、

来館者の来館意欲を下げないように、令和３年度

では、ＳＮＳの専門チームを立ち上げて、発信す

るだけでなく、効果的な投稿はどういうものかとい

う研究をしながら、各ＳＮＳもフォロワーの数を伸ば

していきました。コロナ禍でも新しい試みも何個か

ありまして、例えば、通路のモールというところにス

トリートピアノを設置いたしました。これは、毎日１

時間でスタートしたのですが、プレイヤー同士だ

けではなく、聞く人とプレイヤーの方の多世代に

わたる交流も非常に盛んになりましたし、特にギャ

ラクシティのストリートピアノの特徴は、未就学児が

ピアノを弾くという他ではあまりないよう特徴も見ら

れます。未就学児だったり、親子だったり、そうい

う方が楽しんでいたということで、これまでギャラク

シティにお越しいただけなかったような方にも来館

していただけるようになりました。文化ホールに関

しては、中止、延期で新しい企画ができない時に、

地域の方向けに舞台・ステージを開放いたしまし

た。自由に使っていただきまして、文化ホールに

は区の共有財産の世界３大ピアノと言われるスタ

インウェイがありますので、それを自由に使ってい

ただく企画なども人気で、ホールの知名度にも貢

献をできたと思っております。土日中心のイベント

を日常化と言いますか、分散化することによって、

例えば、土日だと事前申し込みが結構多かった

のが、当日来てもできるということで平日の来館者

数も増えております。そのような分散により、効果

が出てきたのが、２階の子育てサロンです。ここの

イベントも土日を中心にやっていましたが、それを

平準化しまして、日頃から毎日できるようにしたと

ころ、それを目当てに来たお母様たちで交流が盛

んになって、悩み相談件数も増えるという効果もあ

りました。来館者数に関しましては令和３年度は５

６万６１００人。令和２年度は２６万２３６７人というこ

とで、対しまして２１１％増にはなっています。ただ

し、コロナ前の２０１９年度は１３４万９１９１名いまし

たので、比較しますと約４割という結果になってま
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す。今年は６割まで回復しております。区民、区外

の割合も、令和２年度は区民が７、区外が３と、区

民の方が多かったですが、令和３年度に関しまし

ては、区民が６、区外４で区外の方が戻ってきて

います。令和２年度は、未就学児とそのお母さん

たちが来ていたのですが、令和３年度に関しまし

ては子どもたちも小学生ということで、小学生が戻

ってきたという印象があります。総括に関しては、

以上となります。続きまして、管理状況の加点の説

明をさせていただきたいと思います。まず、人材

育成というところですが、レセプショニストサービス

スタイルプロジェクトという取り組みをいたしました。

レセプショニストは、文化ホールで、お客様を最初

にお出迎えする重要な業務ですが、これにつきま

しては、社内人材を登用して、研修を繰り返しまし

た。１２月１３日から実際に研修が始まったのです

が、２月２３日の公演の時に、デビューという形で、

レセプショニストとして、初めて業務遂行いたしま

した。挨拶、立ち振る舞い、基本応対の反復練習

など、東京都の公立文化施設協議会に加入して

おりますので、そのつてで有名なサントリーパブリ

シティさんで勉強させていただきました。併せて、

制服も統一した方がいいということで、男女制服を

新調して統一感、清潔感を強調しております。成

果として、実際に業務に就いた人間に確認しまし

たが、１人１人のサービス意識の向上の積み重ね

がありましたし、実際にアンケートでお客様よりお

声をいただくことで、自信、強みに変化していった

ということもあります。アンケートの結果で、「接客

が良い親切だった」、「好感が持てる」など諸々あ

りますが、１番にはお客様が気持ちよく公演を楽し

んでいただくということなので、それを果たせたと

いうように思います。併せて、外注するところを内

部で賄えたので、人件費のコスト削減にも繋がっ

たという効果も出ております。説明は以上となりま

す。 

 

＜渡辺委員＞ 

はい、それではここまでで質問がある方はいら

っしゃいますか。 

 

＜四宮委員＞ 

レセプショニストを内部の人間でされたというこ

とですが、普段は何をされている方ですか。 

 

＜村田館長＞ 

本業はそれぞれの各ポジション、各センターの

通常業務に就いております。土日イベントがある

時、もしくはその直前に研修を重ねて土日の公演

に就いていただくということを繰り返しております。 

 

＜四宮委員＞ 

通常はギャラクシティと関係のないお仕事をさ

れているということですかね。 

 

＜村田館長＞ 

違う人間もいます。もちろんギャラクシティの職

員も含めて同じように研修しております。 

 

＜高橋委員＞ 

チケットのもぎりの担当や場内案内係というよう

なところを御社の方で独自にレセプショニストとし

て育成をしているということですね。外注だとイベ

ント時に専門の派遣会社を依頼して、人を手配し

てもらって、外注費用を払うということになるけれど、

その辺の費用の削減というところと自社のサービ

スの質の向上を図ったということですよね。 

 

＜村田館長＞ 

通常業務では自分のセクションに戻りますので、

そこでもサービス向上の効果を出していただくとい

うことも期待しております。通常のレセプト業務に

増えているのが、消毒検温業務などがありますの

で、やはりスムーズさが大事な業務になっておりま

して、それ次第では開場が公演に間に合わないと

いうこともありますので、オンタイムで公演を始める
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研修も力を入れて行っております。 

 

＜高橋委員＞ 

コスト削減ということですが、お金で考えると、確

かに外注する方が高く感じますが、内省化すると

なると、お金には見えない手間がかかるのではな

いかと感じます。その点において、質の向上が図

られたとしても、その手間がどのくらい増えたのか

というところも大事かと思います。手間の部分は図

りづらいとしても、内省化することでどれくらいの差

が出ましたか。 

 

＜村田館長＞ 

手間はもちろんかかりますが、慣れてくれば、あ

とは回数経験なので、そこは解消されると思いま

す。それ以上に、外部のコストがかかるのが、実情

です。 

 

＜高橋委員＞ 

６、７割ぐらいの削減には繋がりそうですかね。 

 

＜村田館長＞ 

そうです。実は、２月にデビューして、今年８月

まで続いていますが、来年２月に実は外注をうち

がすることになりました。うちを買ってくれた、頼ん

でいただいたという、初めてのケースです。 

 

＜高橋委員＞ 

それでは、このメンバーが他のホールに行くと

いうことですか。 

 

＜村田館長＞ 

実はここなのですが、貸館で来る業者がありま

して、うちがこういうことやってますという営業をか

けると、ぜひお願いしますということになりました。

外注までいただければさらに、磨かないとご迷惑

をかけてしまうので、高い目標を持って続けていき

たいです。 

＜酒井委員＞ 

今の質問に関連することで、各種報告書の収

支報告書を見ていますが、本社全体から集めてき

た他の業務をやっている方ということですが、この

支出の人件費項目の中にその方たちはどのよう

に支出金として反映されるのかが見えません。ま

た、講師を呼んで、指導を受けたりしてるかと思い

ますが、その講師の費用は人件費とか支出費の

どこに当たりますか。 

 

＜村田館長＞ 

講師を招いて研修しますので、本部経費の中

の内訳の１つとしては計上しております。 

 

＜酒井委員＞ 

提出されている中には項目として挙がってない

ですね。 

 

＜松尾副館長＞ 

そうですね。例えば研修費ですとかそういったと

ころには組んでいないです。元々本部経費の中と

してレセプショニストに関係することで発生する業

務に関してはそちらで計上しています。 

 

＜酒井委員＞ 

ギャラクシティの収支外での新たなサービスと

いうことですか。 

 

＜松尾副館長＞ 

本部経費に関してもギャラクシティの収入には

含まれておりますので、そちらの中で賄っている

経費です。 

 

＜酒井委員＞ 

提出の別紙には載っていないということですね。

先程どれだけ費用の節減ができたのかという点を

問われた時に結局よく分からなかったので。その

あたりがどうなのかなと思いました。それから、評
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価されて他のところから仕事の依頼が来たという

話ですが、結局これはギャラクシティの収入になり

ますか？ 

 

＜村田館長＞ 

そうですね。 

 

＜酒井委員＞ 

収入にはなるということですね。わかりました。 

 

＜四宮委員＞ 

この収支を見ると支出が７００万となっているよう

ですが、この予算は立っていないですね。 

 

＜松尾副館長＞ 

令和２年度までは、財政状況が大変厳しかった

ということもありまして、前年度を踏襲しての予算

立てをしております。令和３年度はこちらの予算を

立てておりません。 

 

＜田中部長＞ 

財政面での改善が大きくみられそうだったので、

サービスの向上を図ろうということで、レセプション

の部隊を立ち上げました。今期は、前年までは無

かったのですが、本部経費に含めて、社内全員

体制でサービス向上を図ったということになります。 

 

＜高橋委員＞ 

儲けが出るから、その分サービス向上のための

お金を使おうという感じですかね。その７００万円と

いう計上が無ければ、おそらく収支のところも７００

万円改善されます。７００万円で予算外ではあるも

のの、サービス向上、売り上げの向上に繋がると

いう点において、３年度は７００万円をお使いにな

られて、それを計上されたということですよね。 

 

＜四宮委員＞ 

人材育成に投資したということですかね。ただ、

黒字だから良かったではなく、できるだけ鞄が大

きいことがベストと思います。そうなったときに、例

えば、今回、この収支で大きく差があるのが、事業

収入で１９００万、半分ぐらいの収入だったというこ

とで、これが民間であれば、この１９００万の補填を

どうすると考えるかと思います。あと、事業関係費

で１億１５００万円に対して８２００万で３３００万が浮

いたということになります。こういったプラスマイナ

スが出てきそうなので、そこに人材育成で７００万

を投資したのであれば、これが生きるような７００万

にしていく。それでレセプショニストを育成したの

であれば、これが接客する人に全員に行き渡れ

ば、すごい費用対効果が出てくると思います。 

 

＜村田館長＞ 

そうですね。８月の次に第２期生ということで、

基本的には全社員を対象に、この研修を受けさ

せるという社の方針があります。後方の人間が、こ

の接客スタイルを確立できれば相当な財産になる

と思います。 

 

＜四宮委員＞ 

私もここをよく出入りするのですが、本当に接客

が良くなってきたと感じてます。こういうことがあっ

て、１人１人のレベルアップに繋がっていると思い

ます。 

 

＜渡辺委員＞ 

ここまでに関してのご質問は他にはいかがでし

ょうか？無ければ、こども未来創造館事業１から４

についてご説明お願いします。 

 

＜村田館長＞ 

続きまして、加点提案書を中心にご説明させて

いただきます。まず、広報ＰＲの項目です。ＳＮＳ

制作配信体制の充実と質の向上によるフォロワー

強化ということで、今年からＳＮＳチームを新たに

創設しております。効果的な発信について日頃か
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ら研究しながら、投稿しております。成果として、Ｆ

ａｃｅｂｏｏｋ以外は、フォロワー数の大幅強化という

結果となっております。具体的な取り組みですが、

例えば、Instagram のグリット投稿とリール投稿の

使い分けを行いました。また、YouTube では人気

ピアノユーチューバーみやけんさんという方の動

画を撮らせていただいて、プレミア公開をさせてい

ただきました。かなり効果がありまして、ＳＮＳという

のは、インフルエンサーに一緒に協力していただ

くと効果が爆発的に上がるということも学ぶことが

できました。こういったことを勉強しながら、フォロ

ワー数を増やしていきました。続きまして、遊び創

作科学体験事業で、こどもおしごとらんどがキッズ

デザイン賞を受賞という部分になります。これは

我々が手がけている重点事業の中でも、子どもた

ちの生きる力を育む事業ということで、重要視させ

ていただいております。これまでは、１日に２００人

ぐらい集めて、２日間で、例えば２０職の方に来て

いただいて、体験していただいていたイベントを

分散させました。毎月１回、毎週１回と分散させて、

定員を絞りながら、充実したプログラムとして実施

してきました。これに関しては、仕事を体験するだ

けではなく、対価としてギャラクシティオリジナル通

貨というものを出してますので、そこでお金の使い

方を身近に感じていただいたり、お金を貯める楽

しさといったお金教育も勉強していただくことがで

きたと思っております。また、９月にキッズデザイン

賞を受賞することができまして、せっかく受賞する

ことができ、社会的にも認知されて評価されたと思

っております。花形の職種だけではなくて、裏を支

えている業務を紹介していくことこそ社会貢献だと

思っておりますので、早い時期からおしごとランド

を体験して頂きたいと思っております。続きまして、

運動系体験事業のギャラクシティスポーツチャレ

ンジパークを７月から９月で開催させていただきま

した。実際のパラリンピック種目のゴールボール、

ボッチャといった障害者スポーツを子どもたちに

体験していただいたり、子どもたちが自ら考えた新

しいスポーツなども３つほど考案されました。非接

触型のクイズラリーなども行っております。あとは、

実際にシドニーパラリンピックの金メダリストの方に

来ていただいて、シドニーで使ったタンデムの自

転車と金メダルセットを置かせていただきました。

また、子どもたちにピクトグラムを作っていただい

て展示したりもしました。一番人気があったのが、

「君のジャンプはどれぐらい」という企画です。実

際に、棒高跳びの跳躍の高さを測って、パネルを

設置するといった体感型の展示を行いました。本

来は運動をしてはいけない場所ではあるのです

が、ここで皆様が実際にオリンピック選手の凄さを

体感するイベントになりました。この時期にコロナ

が流行り、子どもたちが、オリンピックに行くイベン

トも軒並み潰れる中、こうしてできたのはすごくあり

がたかったというお声を、お客様からいただき、

我々もやりがいがありました。実は、ゴールボール、

ボッチャを続けたいというお声が子どもたちからあ

るので、今でも定期的に続けるということで、一過

性のイベントではなく、毎月継続するイベントとし

て今でもやっております。参加者数は総勢１万６２

７５名ということでございます。続きまして、子育て

サロンでは多様な相談への対応を行ってきました。

以前からちびっこガーデンで０歳から６歳までの

発達段階が異なる子供たちが、狭いスペースで

同居して遊ぶのは危ないという声がありましたの

で、子育てサロンの横のワークショップスタジオで、

実際に分けて、走り回れるようにし、３歳から５歳児

をそちらの方で遊ばせる仕掛けをしました。また、

イベントとして行っておりました「測ってみよう身長

体重・サロンでフォト」を日常的に常設して設置し

ました。その影響で、それを目掛けてくるお客様

同士の交流の場が広がったということもあります。

あとは、手作り玩具にこだわり、それを置いてみた

ところ、手作りおもちゃはどう作っているのかという

問い合わせが多くありました。こちらから、その作り

方のレクチャーなどを行い、係員と来館者の交流

も深まりましたし、来館者同士の交流も深まったと
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いう結果になっております。その結果、コロナ禍で

制限はありましたが、相談件数が、一昨年より増え

たということが、結果として出ております。以上、相

談しやすい雰囲気作りにこだわった結果、２０２１

年度で成果として相談件数が１７６件ということで、

前年度が１３１件だったのですが、件数が増えて

います。 

 

＜渡辺委員＞ 

ここまでで、ご質問はいかがでしょうか？ 

 

＜四宮委員＞ 

おしごとらんどで、先週の金曜日から建設業の

お仕事ということで、協賛させていただきました。１

５人ずつ３回に分けて４５人の方に体験していた

だきました。私も会社でホームページを見て、どの

ように申し込みできてるのかと思ったら、９時半の

時点で満席になっていたのですが、何日前から

募集かけていますか？ 

 

＜浅賀副館長＞ 

1 ヶ月前ぐらいから募集を開始しています。 

 

＜四宮委員＞ 

９時半で満席になるということは、回数を増やす

ことで、しっかり展開できると思います。また、申し

込みの方法ですが、ネットだとこの時間帯は申し

込みできるが、この時間帯は駄目という情報がは

っきり出てきます。ああいうことが出来ていけば、

時間的に集中しないなど色々なことができるので

はと思いました。他の子どもが集まるイベントや施

設も多くがそうなっていますよね。協賛してくれる

企業さんをもっと増やして、月１回に限らず、週１

回でもできるようになっていき、事前予約のような

システムもできていればいいと思います。この間や

ってみてそういうことを感じました。 

 

 

＜渡辺委員＞ 

他にいかがでしょうか。子育てサロン事業の加

点提案書を拝見したのですが、相談しやすい雰

囲気作りというのは、具体的にはどこを改善されま

したか？ 

 

＜村田館長＞  

繰り返しになりますが、ワークショップを平日に

毎日開催することにより、それを目がけて来た親

御さんがそこで交流しやすくなるというのが１つで

す。あとは、手作り玩具を今回、職員が作って、提

供するというところで、それに興味示した方への作

り方をお伝えすることにより、そこで係員と来館者

の交流が生まれたりなどもありまして、柔らかい雰

囲気の中で相談を受けやすくしました。そういった

環境作りを心掛けているということです。 

 

＜渡辺委員＞  

何か相談してもいい場所であるということを前面

に出すとということではなく、普段の接し方の延長

で相談が増えたという理解でいいのでしょうか。 

 

＜村田館長＞ 

そうですね。 

 

＜渡辺委員＞ 

わかりました。どういう内容のご意見、相談が多

かったかとかまとめはなさってるんですか？ 

 

＜浅賀副館長＞ 

はい。日報がありまして、その日報でどういった

悩みを相談されたのかというのは職員間で共有し

ています。昨年度は、コロナ禍での暮らしで感じる

悩みですとか、同年代の友だち作りといった悩み

が多かったと思います。 

 

＜伊志嶺委員＞ 

こどもおしごとらんどですが、舞台スタッフ体験
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など、こどもに小さい時から裏方の仕事を見せると

いう凄く良い事業だと思いました。対象は３年生か

ら６年生ですが、基本的にどのくらいの年齢を対

象にされていますか？ 

 

＜村田館長＞ 

本当に１年生から対象にしたいですが、１年生、

２年生は飽きてしまいます。おしごとらんどでは、

体験重視で最初のイントロダクション以外は極力、

体を使って、実際の体験をするようにしています

が、１、２年は聞いていられないという現実が見ら

れたので、基本的には３年から６年を対象にして

います。 

 

＜浅賀副館長＞ 

補足ですが、小学生を対象としているおしごと

ランド「ものづくりクリエイター」などもございまして、

こちらは１、２年生の来館者も参加できるようにな

っています。また、子どもたちが実際にお給料を

貰ってそれを使う場として「ギャラクシティ銀行」や

「ギャラクシティストア」というお店もあるのですが、

そちらでの計算に関しては、小学１、２年生の方も

お楽しみいただけるようになっています。 

 

＜渡辺委員＞ 

他には何かないでしょうか。それでは、一旦休

憩にしたいと思います。 

 

【休憩】 

 

＜渡辺委員＞  

それでは、指定管理者ヒアリングを続けたいと

思います。こども未来創造館事業の５から９をご覧    

ください。 

 

＜村田館長＞ 

次はまるちたいけんドームのプラネタリウムの項

目になります。ボランティア主導の天文イベント開

催ということで、地域の方やボランティアさんと一

緒に事業を行うというスタイルを強化しているとこ

ろです。この天文ボランティアさんが熱量のある方

たちで、２０２１年の１２月にはやぶさ２地球帰還２

周年記念イベントを開催しましたが、このイベント

のほぼ運営の主体となるぐらいの熱量をいただき

まして、色々企画に携わっていただきました。講

演会における誘導ですとか、パンフレットの作成、

子どもたち向けのペーパークラフトのイベントのお

手伝い、AＲを使った撮影など諸々率先してお手

伝いして頂きました。今後も区民ボランティアさん

に主体になっていただき、活躍の場と共に、子ど

もたちの成長をサポートするパートナーとして協力

していきたいと思っております。続きまして、アウト

リーチプログラムです。アウトリーチの種類はありま

すが、今まで行っていたして移動式のドームを各

地域に持って行く移動式天体プログラムは、密に

なってしまうので、できませんでした。アウトリーチ

でこういうことができるという営業も掛けてみました

が、受入れが無いのが実情でした。そのような中、

こどもおしごとらんどの出張型ということで、今年の

１月２８日に中学生向けにこどもおしごとらんど出

張バージョンを開催しました。中学校に出向いて、

おしごとランドの体験をしていただくということで、１

５種類、８職種、アナウンサー、カメラマン、スポー

ツトレーナー諸々ありますが、講師陣の方にご協

力いただきまして、中学校２年生の職場体験とし

てコーディネートさせていただきました。一過性で

終わるのはもったいないということで、今年も１０月

に中学校で開催させていただきます。実際に講師

の方の感想を聞くと、小学生は夢があっていいの

ですが、中学生は理解度がありますので、色々な

子たちが参加していて面白いという感想をいただ

いております。今後、できれば全中学校に向けて

コーディネートしてきたいと思っております。続きま

して、開発事業です。プログラミングを気軽に体験

し、継続できる環境づくりということになります。プ

ログラミング教育が必修化されている中で、継続
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できるプログラミング事業として展開させていただ

きました。続きまして、ふれあいホールの項目です。

これは、ギャラクシティストリートピアノということで、

モールの一角にアップライトのピアノを置かせてい

ただきました。１日１時間、１人５分ということで、１２

時半から１時半まで設置していました。目標１８００

名としたところ、２０００名を超えるお客さまに参加

していただきましたが、通常のストリートピアノと違

いますのは、子どもを背負って親子で弾く方、学

生の方、大人の方やＹｏｕＴｕｂｅｒの方もいらっしゃ

る点です。そういった多世代にご利用いただく交

流の場としてご利用いただいている光景が目に入

ってきます。自撮りして動画をアップするという新

しい自己表現の方法が増加しているということで、

利用者が自ら撮ってＹｏｕＴｕｂｅにそれをアップす

るということもされています。それを生かして、今年

２月に、ユーチューバーのストリートピアノフェステ

ィバルを企画した時に、そのピアノを自分達で弾

いている姿の動画をまずアップしていただいて、

ある期間を決めて動画のビュー数が上位５組に入

れば、その方たちがこの YouTuberのピアノコンサ

ートに出場して、一緒にコラボできるという企画を

行い、それが好評でして２２組の方に参加して頂

きました。５組に結果的に参加して頂きまして、２

月２３日に前座として、それぞれ５分の持ち時間で

演奏していただきました。そこでも YouTuber と参

加者との交流ができたかと思います。現状は、朝

から１６時半まで営業を伸ばしております。参加者

が２０５０名となり、途中コロナで休止期間もありま

したが、多くの方に参加していただいております。

ストリートピアノ事業も新しく拡大していきたいと思

っております。続きまして、大人体験ということで、

「ひかりのせかい」です。４月、５月は一部施設休

館で始まり、まるちたいけんドームが休館になって

おりましたので、まるちたいけんドームのスタッフが

何かプロジェクターを使って投影できないかという

ことで考え出した事業になります。スペースあすれ

ちっく下のスペースを利用しまして、制作した映像

を投影したというイベントでございます。プロジェク

ター３台使いまして、万華鏡のようにきれいな星空

をイメージさせる映像に音楽を乗せて繰り返し流

し、映像を楽しんでいただきました。なぜ大人体

験にしたのかですが、この時期はアトラクションが

全部休止になっており、貸館は開いておりました

ので、その方たちに楽しんでいただきたいといっ

た意味でメインターゲットを大人にして、こういった

体験の企画を用意させていただいた事業でござ

います。以上です。 

 

＜渡辺委員＞ 

ありがとうございます。それではご質問をお願い

したいと思います。 

 

＜高橋委員＞ 

はい。アウトリーチですが、具体的にどちらの中

学校に行かれたのですか？ 

 

＜村田館長＞ 

新田中学校です。 

 

＜高橋委員＞ 

それは、校長先生や教職員の先生に対してア

プローチされたということですか？ 

 

＜田中部長＞ 

営業ではなく、学校連携について私達の会社

で研究をしていた時に新田学園の校長先生がご

協力くださいまして、学校の運営、組織体制、年

間にどういう事を行っているか、最後に学校側とし

ての課題、もし地域社会で協力いただけるなら何

かありますかということに対して、キャリア教育と防

災かなという声がありました。キャリア教育をテー

マにどういった形であれば、ご協力できるかという

研究を進めてきました。コロナが蔓延しまして、生

徒を外に出すという事ができない状況で、校長先

生と色々相談しまして、学校で仮想空間を作って、
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ギャラクシティがベースに持っているコンテンツを

活かせるのではないかということで、始めたのがこ

の新田学園のプログラムです。 

 

＜高橋委員＞ 

新田に限らず、残り３４校に展開していきたいと

いう思いはおありということですかね。 

 

＜田中部長＞ 

はい。３４校の内、新田学園ぐらい大きなところ

は１か所で出来ますが、１、２クラスしかないところ

は、３校とか合同で行うなど工夫をして、計画をし

ていきたいと考えております。 

 

＜高橋委員＞ 

中学生のＰＴＡは高校受験の面接対策や進路

相談会をやっておられるのですが、その他のイベ

ントをやりたいという発想はお持ちですが、コロナ

の影響で中止が続いているのが現実です。この

お話は子供たちにも実益にもなりますし、そういう

ところも絡められれば、早く展開できると思ってい

ます。いい事業なので、地道に取り組んでいただ

けたらいいと思うのですが、中学３年間は早いの

で、例えば、コンテンツを絞ってもいいので、子ど

もたちに体験の場を設けてあげてほしいと思って

います。子どもたちの将来を考えたら、ぜひ展開

していただきたいと思います。 

 

＜四宮委員＞ 

ギャラクシティを担当しているのが地域のちから

推進部で、PTA などを担当しているのが子ども家

庭部です。部が違うので、本当はこれがコラボして

やったら、色々なことができます。私も子ども会の

ことをやっていますが、子ども会でも区内に３０団

体ぐらいありまして、そこに子供が２００人とかいる

わけです。そういうところで何か研修やる時にギャ

ラクさんとタイアップして、色々なことが展開できる

気がしています。 

＜渡辺委員＞ 

ありがとうございます。他に質問が無ければ、西

新井文化ホールのヒアリングです。 

 

＜村田館長＞     

加点提案書のミュージックブリッジという事業で

す。これは共催事業として参加させていただきま

した。ミュージックブリッジですが、若い音楽家が

ギャラクシティの来館者と出会い、対話を通じて、

音楽や芸術活動に関するヒアリングを行って、実

際にお客様の要望をその場で聞き出すという事

業です。若い音楽家は、術性や映像技術はもち

ろんありますが、これにコミュニケーション能力が

加わったら地域の課題を解決できる糸口があるの

ではないかということで、主催者の東京藝大、桐

朋学園大学と連携して、その機会を提供するとい

う事業で参加させていただきました。１２月２２日に

若い音楽家の受講者向けのワークショップがあり

まして、１２月２３日にモールという通路で、一般来

館者向けのイベントを行いました。実際に、若い

音楽家の方が対話をして、色々要望を聞き出し、

そのお礼として演奏していくというスタイルで進め

ていきました。成果として、「コンサートに行けない

のでこういう機会があるとすごく嬉しい」、「食事を

しながら演奏を聴ける」など、諸々ご意見いただく

ことができました。実は予定はしていなかったので

すが、２階の子育てサロンという未就学児が集まる

場所で、弦楽奏者の方に弾いていただきました。

コロナ禍の育児で閉じこもりがちなお母さんたちを

癒すことのできる事業でもあるし、今後のアウトリー

チの参考になりました。そのような事業をさせてい

ただきました。東京藝大さんと桐朋学園にご協力

を仰ぎながら、一緒に続けていきたいイベントです。

続きまして、区民応援型プログラムです。文化ホ

ールの仕様書に、区民応援型とエンターテイメン

ト型があるのですが、まず区民応援型についてで

す。コロナ禍で当初、４月、５月に文化ホールの公

演が中止、延期が相次ぐ中、区の共有財産のスタ
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インウェイを皆さんに使っていただこうという発想

で始めた企画でございます。もう１つは、普通に公

演をやるのですが、その公演に子どもたちを一緒

にコラボさせたらどうかという発想がありまして、事

前にワークショップをして、ステージに立っていた

だくという貴重な体験を提供したいということで、

昨年度に取り組みました。「スタインウェイを弾い

てみよう」は６月から７月にかけて実施したところ、

ほとんどが満席で楽しんでいただくことができまし

た。自由に写真を撮っていただいたので皆様喜

ばれました。客席は、家族の方、知り合いという限

られたお客様なので密になることはありません。ま

た、ストリートピアノで、プロのオーケストラをバック

にアンサンブルで弾いていただくというイベントを

１１月に行いまして、好評をいただきました。主に

未就学児の参加が多かったのですが、盛況の内

に終了することができました。ステージでの舞台発

表というような企画は今でも継続させていただいて

おります。もう１つがエンターテイメント型プログラ

ムで、こちらは体験機会を失われた子供のたちの

ために、文化庁に事業申請しまして、「子供たち

のための伝統文化の体験機会回復事業」というこ

とで採択されました。その１つのギャラクシティ歌

舞伎ということで、これは歌舞伎の名門成田屋一

門の方を講師としてお迎えして、子どものために

歌舞伎のワークショップを８月から１月にかけて実

施しました。今年２月に、その成果発表としてジャ

パンフェスタというイベントで発表する予定でした

が、オミクロンの流行により開催中止になりました

ので、特別ゲストに予定しておりました市川右團

次さんと右近親子にホールで撮影させていただい

て、子どもたちのワークショップの様子も織り交ぜ

ながら動画で配信させていただきました。普段、

学校では体験することが難しい伝統文化に触れ

て頂く機会を作れたのはとても有意義だったと思

っております。今後も子どもたちによるギャラクシテ

ィ歌舞伎を公演として成立させるまで続けていき

たいと思っております。最後に、平日の来館者増

加プログラムです。利用状況ですが、イベントを平

日に平準化させて、密を避けるというテーマで５月

から行ってきました。また、「ふらっとギャラク」とい

う新しい広報誌を発行しまして、子どもたちがふら

っと来て楽しい、気軽に楽しめるという意味でふら

っとギャラクという新しい広報誌を発行して、ＰＲに

努めてまいりました。結果、２０２１年度は子供たち

含めて１日平均が１０３１名ということで、前年対比

１．４倍を記録することができました。以上でござい

ます。 

 

＜渡辺委員＞ 

ありがとうございました。ご質問のある方はどうぞ。 

 

＜伊志嶺委員＞ 

質問ではないですが、ミュージックブリッジの事

業をさせていただいた時に、スタッフの皆さんの対

応が本当に素晴らしかったです。２階の子育てサ

ロンでも演奏してくださいという形などで融通も利

かせていただいて、初めて中に入ってギャラクさ

んと接してみて、素晴らしいというのを感じました。 

 

＜渡辺委員＞ 

他にはいかがでしょうか。それでは、時間も過ぎ

ておりますので、ここまでにしたいと思います。 

 

【指定管理者退室】 

 

【意見交換】 

 

＜渡辺委員＞ 

それでは本日のヒアリングで感じたことについて、

お一人ずつご意見を頂戴したいと思います。 

 

＜山縣委員＞ 

ここの施設は、体験型の事業が主になっている

と思いますが、去年はプラネタリウムの解説記事

が大々的に去年はアピールしてありまして、あれ



17 

 

は体験型というか勉強型というような感じでアプロ

ーチがありまして、素晴らしいと思っていたのです

が、今年はアピールが無かったので、ホームペー

ジを見たら、しっかりまだ継続はしておられるんで

すよね。そこをこういった勉強もやってますというア

ピールがあった方がいいと思います。 

 

＜酒井委員＞ 

コロナの影響の中で、一生懸命頑張っておられ

るという総合的な評価です。サイエンスが少ない

なという話があったと思いますが、この施設は対応

できるものを持ってると思いますので、それはコロ

ナ禍でも展開できると感じています。全般的に工

夫されているという点は、評価したいと思います。 

 

＜高橋委員＞ 

加点提案書を中心に聞いていましたが、色々

試行錯誤しながら取り組まれていると感じました。

去年のこの場の時よりは前向きな気持ちで聞けた

と思います。継続的な取り組みをしていただきつ

つも、先ほどお話あった事務的なミスは完全に阻

止できるものであるので、こういう前向きな事業は

しつつ、足元も固めてもらいたいと思いました。 

 

＜四宮委員＞ 

手探りでやっていた状態が続いてきて、形には

なってきたという気はしています。５年で終わって

しまうということを考えると、これからも継続的にや

れることがあると思いますが、期間が決まっている

ということを意識していただいて、到達点が見えて

ないといけないと感じています。 

 

＜伊志嶺委員＞ 

色々な創意工夫を凝らしながら、長期的な事業

が多くなって、ギャラクのカラーも見えてきていま

すし、西新井文化ホールも色々な工夫をされてい

て、敷居を低く、誰でも気軽に入れるという仕組み

もいいと思っています。一方、チラシなどの紙媒体

が、利用者さんがギャラクを知る上でどのくらい活

用されているのかということが気になりました。広

報誌の認知度が低く、あまり見てる人がいないな

ら、それを減らし、その辺の経費も削減できるので

はないかと感じました。「ふらっとギャラク」なども

色々作られていますが、本当にそれを見て来たの

かが分からないというところになります。 

 

＜渡辺委員＞ 

ありがとうございます。去年は、加点提案が１件

か２件だったかと思いますが、今年は立派な冊子

になって、意欲を感じました。対象は親子、小学

生というのがギャラクのイメージですが、中学校向

けのアウトリーチが１回できたということもあるので、

もう少しこの年齢の幅を広げて利用していただけ

るような施設になっていくといいと思っています。

大きな施設なので、以前のように外に発信できる

といいですね。皆さん、ご意見が出たようですので、

以上で終わりにしたいと思います。 

 

【事務連絡】 

 

【副委員長挨拶】 

 

＜山縣委員＞ 

お疲れ様でした。コロナも３年目になりまして、

最初は非日常で検討していたものが、日常になっ

てきてしまいまして、評価もどうしたらいいか難しい

かと思います。次回は明後日となりますが、よろし

くお願いいたします。以上で、閉会とさせていただ

きたいと思います。 

 

【閉会】 


